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⽬的 軽い4n核の0+にはα粒⼦が凝縮した状態が存在することが
理論的に⽰唆されている。このようなα凝縮状態は⾼いスピン状
態でも実現されるだろうか︖
内容 最も軽い4n核である8Be原⼦核の４つの共鳴状態
（0ଵା, 2ଵା, 4ଵା, 6ଵା）の構造解析を⾏った。有効相互作⽤として
Volkov No.2（M=0.601）を⽤いて、共鳴状態の波動関数をBloch-
Brink波動関数を基底とする複素スケーリング法により求めた。
結果 右図に⽰した0ଵା, 2ଵା, 4ଵା, 6ଵାのintrinsic状態の密度分布から0ଵା
状態はよく発達したクラスター構造を持つが、核スピンの増加に
伴いクラスター間の距離が縮まる様⼦が観察された。また、0ଵା 
と 2ଵାは空間的に広がったtailを持ち、𝛼凝縮状態を記述する
Tohsaki-Horiuchi-Schuck-Röpke波動関数との⽐較から、この２つ
の状態は𝛼粒⼦のガス的な状態であることが確かめられた。この
ような核スピンの増加に伴う構造変化はE2遷移強度に反映され、
B(E2; 4ଵା → 2ଵା)の値は抑制される。
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